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第６章 推進体制と進行管理 

 

 １ 推進体制 

 

本プランの推進にあたっては，生物多様性の大切さが社会の中で広く理解され，市民，事業

者及び市民団体等がそれぞれの役割を明確にし，主体的な活動につなげていくとともに，各主

体間の連携による協働の取組を効果的に推進していきます。 

また，本プランは，宇都宮市環境基本計画の個別計画にあたるため，環境基本計画における

推進体制との整合を図りながら進めていきます。 
 

〇 市の役割 

市は，本プランの目標の達成のために，人づくり，仕組みづくりをはじめ，具体的施策の実

施を各主体と連携・協働して推進します。また，庁内の関係部局が連携して取り組み，国や県・

教育機関と情報を共有しながら，生物多様性の保全を図ります。 
 

〇 市民の役割 

市民は，地域の動植物や自然環境に関心を持ち，地域の生物多様性の実態とその役割を認識

するとともに，生物多様性の保全と持続可能な利用の大切さを理解します。 

また，市やＮＰＯ・教育機関などが開催するイベントに参加するなど，生物多様性保全のた

めに，身近なところでできることを実践していきます。 

 

〇 市民団体の役割 

市民団体は，地域において生物多様性保全活動を展開し，市民への生物多様性についての正

しい知識の普及を図ります。 
 

〇 事業者の役割 

事業活動が生態系サービスに大きく依存していることを認識し，生物多様性に及ぼす影響や

生物多様性の損失が事業活動に及ぼす影響を把握した上で，生物多様性に配慮した取組を推進

します。 

 

  

 

 ２ プランの進行管理 

 

本プランの着実な推進を図るため，うつのみ

や生きものつながりプラン推進委員会において，

プランの進捗状況の確認や評価などの進行管理

を行っていきます。 

  




